





















































主張を連載した（昭和二年に『農村計劃』にまとめられ、刊行された） 。この主張のテーマは、農業の振興は国が樹立する「農村計劃」のもとに府県・市町 が実施計画を策定し、実行にあ るべ 、とするものであった。
二
１にお
いて明らかにしたように、山崎は明治末から大正初期にかけ、当時の農業危機の克服は農村自治の確立、農民の自助によって成し遂げられると説き、ユートピアを描き出しが、一〇年足らず て主張を変え、国が作る枠組の下に新たなユートピアを描くこととしたのである。この背景には、主観的には、彼が愛知県立 林学校 校長を辞した後、①帝国農会幹事に就任し、農会の米投売防止運動 指導して成功したこと、②小作制度調査委員会委員に就任す 等政府の政策決定に参与し 農業情勢を全国的な視野において



































































変化を「大正の御代になると時局が始まり、時局中の出来事は恰も火に油を注ぐが如く世 中の変遷を大ならしめ、其の油の為めにどう云う変化を来したかと云ふと第一に国民の思想の上に変化を示した」と述べ、国民の思想の変化として捉えている。その思想 変化 は、まず「人格の平等意識―言ひ換えれば人間 平等観である」とし、 「斯う云ふ傾向が未だ農村 表面には現はれて居らぬけれども、其の思想の流れが漸次拡がって将 んとして居る」と警告している。農民組合の結成が盛んになるのは大正九年の後であるが、山崎の時代感覚は労働運動の流れ 早晩農村にも及ぶと見通していた である。次に 利益 均等である。 ［中略］地主に対して小作人 小作米問題が起のは、利益が均等に分配されない為めである。 ［中略］地主に於て［中略］小作人に利益を与ることをなさず、楽をして多くの利益を貪って居るから［中略］ 、機会があれば勃発せんとして居るから、何らかの方法に依り譲り ふことが大切」と述べ、小作人 適正な利益を与え よう地主































の不信感である。第四六回議会（大正一二年一二月～一三年三月）は、農村問題議会と言われるが、加藤友三郎内閣は、始めは営業税を軽減す ば地租も軽減 と農会の代表者に言明して置いたにも拘らず町村長 が極力義務教育に対する国庫補助を要望したために、中途にして意向が変わり、義務教育費の増額と地租の据置を議会に提案した。山崎は、 「何人も政府が農村に対す 誠意のないことを痛
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感して」おり、また、 「臨時調査会を設け根本的及応急的の政策を調査し以て速かに適当の対策を樹て其実行を期せられん事を望む」と建議した政党についても、 「今日の政治は調査で日を費し、理想論で茶化し、空論で得意がる憾みある 、之農村問題が天下の問題となり それが今日漸く政治化せざるを得ざるに至りし所以」 嘆き 「苦々しきは、農村が真剣になり、農村が本気になる程の重要問題ほど、政党の間に利用され、否悪用さるゝ傾向を見る事である」と政治不信を露わ してい 。　
ここに至って、山崎は「敢て政府を責めようとは思は
























的は、耕作権を強化し、地主 小作人間の権利義務を明確にすることにより 小作争議の未然防止を図ることにあった。これは山崎が理想とする地主・小作人関係を疑似的親子関係とし温情をもって解決 べきと 主張とは背馳すると思われるが、現実問題としては、小作問題は法的解決に


































あり、 その没落は 「農村自治」 の実現 大きな脅威 あった（え）迷惑の民の増加
　「迷惑の民」とは何か。農村の不景
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な政策より町村のそれぞ の事情を汲み取って実施することに期待しているのである。山崎は た、 「土地均分化











など快適な都市環境を整備するための計画であり、山崎の主張する人口の受入れ 計画することは制度 目的 添わない。しかし、山崎は、あくまで理念的に「都市計画」都市のための事業ではなく 「農村計劃」 整合性 ある計画たるべきことを求めるのである。②次に農村間 人口配分については、ただ、 「全国の農村 通観 れば二個の極端が存する事を見る」と人口の過剰な地と過疎 地があることを指摘し、 「農村計劃の事業として、余る数 足ら






















述したように「やれば出来ぬ事でもなく、やれぬ でもない」と断言する一方で、 「それが出来ぬ所、出来難い に
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治」において、 「和協協同」を農村自治の真髄とした山崎は、農村疲弊の克服を願って 益々農民 隣保団結 求めるのである。（う）その他
　
山崎は、その他農村計劃に盛り込むべき事
項として、陋習の打破、上下水道、診療所等 衛生施設整備、農道等土木事業、地方へ 財源移譲等を挙げている。（６）基本調査　「農村計劃」は調査が前提となることは、 言うまでもない。









































































と説く農本主義者であ が、農業の優位のみ 主張 のではなく、我が の繁栄が農工商の均衡ある発展に係っていると主張する現実主義者なのである。


































げる。産業組合は金融機関としての信用組合、農産物の出荷・生産資材の購入を共同して行う販売購買 業機械・器具、施設の共同利用を行う利用組合などがあるがその数は大正末期には全 で「一万四千以上になって居るから、数の上では（すべての）自治体に普及 様に考へらるゝが、実際は未設の町村もあり、 ［中略］設置されて居るが何等 活動を見ずして無用と呼ばるゝもある と述べ、普及・充実を求める。農業倉庫は米・繭 流通を産地商人の手か 農民 取り戻すため、設置主体 町村、農会、産業組合に限って認める施設であるが、保管機能は勿論、金融機能も有していることから、 「 村 欠くべからざるもの」と云い 政府が農村振興の一策として補助額を増やし、増設と内容 充実をはかること 多と 農業














の零細性＝農村の過剰人口対策を解決するための大胆な農村構造改革、それも の受入先として都市及び朝鮮満蒙を予定し、国家構造改革にまで及ぶ壮大な改革の提唱である。そ 背景には、大正時代の農業を含む社会情勢変化によって、 儒教的支配秩序が崩れ、 農村自らの力によって農村救済を実現するというユートピアが崩壊した後、山崎が見たのは、我が国 農業の零細性が な 村人口に


















強く支配する道徳主義、人格主義による農村共同体の支配思想は既にみられない 「農村自治」におい 強調された「農村計劃」の実施をかつての徳性の高い村長等に代わる「人物」の指導力に俟つこと そ ためには農民教育を重視すること、村内平和を保ち、 「農村計劃」を的確に遂行するためには隣保共同 努めなければ らないこと、勤労精神を養い、生活における無駄を省き、文化的 建設を目指すことなどは、 「農村計劃」の項目 して、農村自治によって果すべき事項とされている。　
このように見ると、山崎は「農村計劃」を「国家と地方







































































































































































































































































































山崎延吉「農民道の闡明」 『山崎延吉全集』第 巻、 六
―一七頁。
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